
第32回全 国小学生バドミントン選手権大会沖縄大会 主審用資料

※苺朝7時30分に主審控席に集合。服装は大会支給ロンT、 黒紺系ズボンスはジャージ、室内シューズ

事 前 準備

① ネットの高さ測定 (ネット中央 1.524m、 ポスト 1.550m)。 ネチセポストの間に隙間があったらビニール経で縛る。
② 線審席 (シ ングルス用、グブルス用 )、 ベンチ、コーチ席、得点表示板の位 置確認。

モップ、インターバルボードの確認。ポストの 11 5omラインを確言巡する。

③ コートのモップ掛け【線審】

④ 本部席横の主審・線審控席で待機してください。

選 手 集 合 および入 場

● 審判主任または進行1系 の指示により、本部席で試合セ外(審 判カゴ)を 受け取り、線審・得点係と一緒に

選手招集所 (け ブアリーナ)に 行く。

試 合セ外 (対 戦票、審判用紙、筆記用具、ン■ ル、ス|ヽ ァプウォッチ、賛・赤カーード、トス用コイン、県名レ~~卜
)

② 選手招集所で対戦票を見ながら選手を確認する。選手が揃っているか招集係に報 告する。

③ 招集係の指示で審判用紙にコート番号を記入し、「試合番子○番、入場します。」と言って、起立させる。

【線審A・ 若番手―ム選手・コ 一ヽ千・線審B・ 後番千―ム選手・コーチ・得点 係】の順に主審が先導して入場する
コー手の入場は任 意なので、コーチ不在でもそのまま入場する.

線審ABは 、【県名シート】を胸前に掲げて入場する.D

④ 審判 台の反対側から入場し、主審の左手側コートに着番チーム、若手側コートに後番チーム

(審 判用紙の選手名と同じ向き)の サイドとし、ネットを挟んでンピ~卜十一ビスライン上に整列する。

線審Bは、後呑チームを先導して右手倶||コ ートにヽ場する。線審ABは 、主審の横に立つっ

⑤ ネ外を挟んで挨拶「これよ|}署 子 団体 1回 戦、0△ 県対●▲県の試合を始めます.礼 .」 (握 手はしない )

監督に相手チームのオーダー(A4の 対戦票 )を 波す。得点係に県名シートを渡す。

チーム円陣等の後、ダブルスの選手を観客席側 (壁 側 )の コートに集める。

選手のへ名、服装、ゼッケン(県 名、へ名の文字の高さ6～ 10cm)を 確認する.

コー手の服装 (IDカ ード、長ズボン着用等 )を確認。もし服装邊又や |ヽラブルがあった場 合は、レフェリーーを嗜ボ.

ゼノケンの交換が必要なときは、本部席にも予備ゼッケンを用意している。

マッチ (試合 )前
① コイントスを行う。若春選手にコインを見せながら、「黄色でいいですね」と確葛こしてトスを行う。

トスに勝った方が、 Aサ ーブ権を決める Bエ ンドを決める を選択

勝った方が「A」 を選択 →サープをするかレシープをするかを選ぶ。負けた方はエンドを決める。

勝った方が「B」 を選択 →エンド
｀
を決める。負けた方はサープをするかレシープをするかを選ぶ。

② エンドを確認し、審判用紙の名前の横にRと Lを記入する。

ファーストサーバーとファーストレシーバーの名前を聞き、審判用紙にSと Rを記入する。

③ 公式練習3分間(実 質2分 30秒 )

シングルスは対戦相手とダブルスはパートナーと行う。(シ ャトルは各 自で)

2分 30秒で練 習を終 了し(レディートゥプレイ)、 速やかに試合開始する。

④ 選手のパッグは主審横、ショートサービスライン付近に置かせる。

各ゲーム開始前とインターバル終 了時に選手のシャツインを確認する。

マッチ (試合 )

① 21点 3ゲームマッチ(最大30点 )

② インターバル 11点 →60秒 (ファイナルゲームはチェンジエンズを行う)、 ゲーム間→120秒
残り20秒で「○コート20秒、○コート20秒」とコールし、コーチをコーチ席に戻す。

③ ゲーム間(120秒 )にインターバルボードをネット中央下に置く。残り20秒で元に戻す。【線審】
もし時間前に両選手がコートに入ったら主審の指示でインターバルボードを戻す。
コートに汗が落ちていたらモップ掛けをする。【線審】

④ 審判員の判定に対して質問できるのは、団体戦は当該選手と監督、個人戦は当該選手のみである。
⑤ シャトルが残り1個 になったらシャトルケースを挙げて本部席に合図する。
⑥ レフェリーを嗜ぶ時は、右手を頭上に挙げて本部席に合図する。(気 付かないようだったら線審を

走らせて連絡する)



マッチ(試合 )終 了
① マッチ終 了後の握手は無し。勝った選手に勝者サインをさせる。

審判用紙に終 了時刻、シャトル数等を記 入し終 了のコールをして審判 台から降りる。

第 1シ ングルスの選手を観客席側 (壁 側 )のコートに集め、トスを行う。

全ての試合が終わったら、ネッ
|ヽ を挟んて

｀
選手・コーチを荷物を持たせてソコート十一ビスライン上|[整 列させ

「3対 0で●▲ 県の勝ちてす。礼。」と挨拶する.1笙 子はしなヽヽ
=

待点係から県名ン‐~|｀を受 |サ 取り、敗者十一ムの選手にブレゼントする.

② 二塁場は、【勝 者十一井 敗者チーム】の順に主審が先導して、フロア由口で解散する。「お疲れ様てtた。」

主審は急いで本部席に戻る。

0線 審と得点係は、そのままフー|ヽに残り、ヘン千、コーチ席の整頓、モッフ掛けを行い容半ll員 控席に戻る.

④ 審判用紙の開始 。終 了時刻、シャトル数等記入漏れがあれば本部席前のテーブルで記入する。

C, 審判カゴを進行係に波し、審判用紙だけを持ってレフェリヽ一にチェックを受ける.

0)えの審判予定を確認する。(流し込み方式 )

主審の磁得
① 公平でスムーズな試合進行ができるようにマッチコントロールを行う。

:曇 延行為がないか。シャトルの交換は公工か。インプレー中のコーチの声掛けはないか等.

② SJ、 線審、得点係と常にアイコンダクトを行い、信頼関係を築く。

③ 判定は迅速かつ厳正に行うが、間違ったときはそれを認め、謝り訂工をする。

④ 正しい審判用語を使用し、全てのコール及びアナウンスは、プレーヤーにも観客にもはっきりと聞こえるように

大きな声で明確に行う。

⑤ 「読枝規則」に精通し、「競技・審判上の注意」も事前に確認しておくこと。

【団体戦ダブルスの試合開始のコール】

レデ仁―スアンドジェントルマン オンマイライ|ヽ C)0県 リフリセンティッド
バイ ~C)さん アンド △△さん アンド オンマイレフト△△県
リブリゼンテ仲ド バイ ●●さん アン|ヽ ▲▲さん

○○県 トヮ十一ブ ○○さん トァ▲▲さん ラブオーん ブレー

【団体戦シングルスの試合開始のコール】

レディースアンドジェントルマン オンマイライト○○県 リブリゼンテ●ボ
バイ r)0さ ん アンド オンマイレフト△△県

リブリゼンティッ|ヽ
バイ ●●さん

○○県 トゥサープ ラブオール ブレーー

ゲームが決まった瞬間に「ゲーム」とコールし、同時にストップウォッチを押し、インターバル時間(120秒 )を 計測する。

【ファーストゲーム終 了時のコール〕

ファーストゲーム |フ ンバイ ○○県 21-15

【マッチ終 了時のコール】

マッチ |ア ンバイ 〇〇 県 21-15、 13-21、 25-23


